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緊急集会　「放射性物質による芝生地、緑地の

　　　　　　　　　　　　　　　　汚染のメカニズムと除染対策について」

福島県内の公園緑地や芝生地の
放射性物質による汚染状況について
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【原発事故による放射能の放出】
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福島第一原子力発電所の格納容器
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福島第一原子力発電所の構造

（出典：日本原子力学会資料）
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【国内における汚染拡散経緯と特徴】
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放出された放射能の環境への拡散経緯と特徴

福島第一原子力発電所の事項に伴い、放出された汚染物質が気流によってどのように拡散したか、発電所周辺の線量率の変
動を基に、米国大気海洋研究所の解析ソフト【NOAA HYSPLIT MODEL】を用いて解析した。本解析は私的（日本環境調査

研究所・茂木道教）なものであり、公式見解に基づくものではありません。
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3月12日の大気放射能拡散解析結果 参考データ
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3月13-14日の大気放射能拡散解析結果 参考データ
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3月14-15日の大気放射能拡散解析結果 参考データ

事象　　２号機　大気ベント（爆発）　３/１４　２４時（UCT　１５：００）

　　　　　       圧力抑制室　爆発　３/１５　６時（UTC 3/14 ２１：００）

            ４号機　火災　９時３０分　(UTC 3/15 0:30)

影響　　モニタ値の上昇　いわき　2-4時(UTC 3/14 17-19時）

→北茨城　6時(UTC 21時）→東京　10時(UTC 3/15 1時）

→　栃木　　11時(UTC 2時）　→白河市　13:30(UTC 4:30) 
→郡山市　14:05(UTC 5:05)   アメダス　17時に0.5mmの降雨

→福島市　18:40(UTC 9:40)　アメダス　17-23時に0.5-2mmの降雨

14日　24時　爆発

15日　6時　爆発
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3月15日の大気放射能拡散解析結果 参考データ
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川俣町、飯館村等の汚染経緯の解析結果 参考データ
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福島県内の汚染状況



3月20-24日の大気放射能拡散解析結果 参考データ

事象　　３号機  トラブル？　

　　　　  3/20＿3/24
　　　　　

期間中の1日の降雨量　アメダス
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関東地方（千葉市）の降雨による放射線量の変化と放射性核種組成



http://www.nnistar.com/gmap/fukushima.htm　より

福島県及び近県の放射線量マップ
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3月15日　福島県いわき市、茨城県、千葉県、東京都、埼玉県、栃木
県は主に、キセノン、ヨウ素ガス等が通過し汚染しました。

ガスが通過したため、隙間から家の中まで入りやす
い
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福島県中通りは、3月15日の夕方の雨により主に地表面が汚染し
ました。3月20日から24日にかけては、東北、関東平野で降った
雨により放射性物質が降下し地表面が汚染しました。

砂
コンクリート
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第一原発北西方面は3月15日の朝から夕方にかけて放射性ガス粉
塵により汚染が流れ込んだものと考えられます。この時の、降雪、霧
が汚染状況に大きく影響を及ぼしています。

雪・木々に多く付着したため、汚染物質が移動しや
すい
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各地の汚染の特徴

１．いわき～関東

ガス・微粉塵: 外気導入の室内全域汚染、場所（上下　内部）によらず汚染

汚染降雨：　雨に濡れたところが汚染、室内の汚染なし

２．福島県中通り

汚染降雨：　雨に濡れたところが汚染、室内の汚染なし

３．浪江町飯館村等

ガス・微粉塵: 外気に触れる場所は全体が汚染　森林　居住地

汚染降雨・雪・霧：　濡れたところが汚染　

土壌・ケイ素含有材質：　セシウムはケイ素(Si)との結合が強く固定化　溶出しない

森林樹木汚染の特徴：　落葉や降雨により移動しやすい　腐葉土に9割
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家の中は外の1/2～1/3以下
の線量率と低くなっています

汚染物質からの放出される放射線により被ばくする
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雪解け、汚染面の風化、汚染表面の削れにより

汚染物質が移動することがある。

ホットスポットが生じています

雨水ます　側溝　水溜りなどに生じやすい
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未対策時の空間線量率の推移見通し（試算例）



【福島県内の公園緑地や芝草地の放射性物質による汚染状況】
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公園緑地
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福島県内の公園　23年7月5日測定25



地表面の違いによる放射線量率の比較
測定高さ　0.5m
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0.5～1mm

5～15mm

50～75mm

コンクリート　アスファルト舗装面

野球場　グランド

耕作地

放射能による表面の汚染状況
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芝生　草地

サッチ層
ルートマット上部



【まとめ】
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１．避難区域以外の福島県内の公園緑地のほとんどは、降雨に
よって汚染した。一公園単位の地域においては、単位面積当た
りに降下した汚染量はほぼ等しいと考えられる。

２．平坦な公園内の放射線量率は、地表面の状態によって差が
あり、芝生・草地は他と比べて約2割程度高い。

３．芝生・草地の線量率が高いのは、ケイ素の含有率が高い
サッチ層やルートマット層の表層にセシウムが強く吸着し、移動
しないためであると考えられる。

４．子供の生活環境である公園の放射線量率を低減させるため
、早急に合理的かつ本来の機能を前進させるように除染を行な
う必要がある。関係機関の主体的な行動を期待する。
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